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中
国
語
講
座
講
師
・
ク
ラ
ス
委
員
と
の 

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

４
月
４
日
の
土
曜
日
、
午
後
６
時
か
ら
駅
西
口
の
中
華
料
理
「
又
来
軒
」

で
、
半
年
振
り
に
開
か
れ
た
会
で
す
。
出
席
者
を
発
言
順
に
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
事
務
局
長
の
小
林
さ
ん
、
ご

挨
拶
で
お
孫
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
こ
と

を
う
れ
し
そ
う
に
お
話
に
な
り
、
こ

の
夏
フ
ラ
ン
ス
に
行
か
れ
る
そ
う
で

す
。 

次
に
竹
内
理
事
長
、
日
中
友

好
協
会
の
理
念
に
つ
い
て
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
時
間
前
に
他
の
会
合
で

少
し
お
酒
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

そ
し
て
、
私
の
次
に
稲
葉
理
事
、

西
日
本
活
動
者
会
議
で
感
激
さ
れ

た
こ
と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ウ
ラ
ン
さ
ん
、
中
級
の
講
師
で
す
。

日
本
に
来
ら
れ
て
か
ら
６
年
経
つ
そ

う
で
す
、
初
め
て
の
参
加
で
す
。 

 

山
崎
さ
ん
中
級
の
受
講
生
で
す
。

ご
主
人
が
中
国
へ
赴
任
さ
れ
た
の
で
、

中
国
に
行
っ
た
時
買
い
物
が
出
来
る

よ
う
に
勉
強
を
始
め
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
入
門
か
ら
中
級
へ
と
進
ま

れ
て
い
ま
す
。
ご
主
人
は
も
う
６
・
７

年
も
中
国
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

い
ま
だ
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
そ
う
で
す
。 

 

南
蓮
さ
ん
、
入
門
と
初
級
の
四
つ
の

講
座
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
留
学
生

と
し
て
日
本
で
学
び
、
帰
国
し
て
大

連
で
働
い
て
い
た
が
、
平
成
15
年
に

岡
山
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

竹
内
さ
ん
、
中
級
の
ク
ラ
ス
委
員
で

す
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
公
民
館
に

チ
ラ
シ
が
置
い
て
あ
っ
た
か
ら
で
、
本

当
は
韓
国
語
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
受
講
料
が
高
く
て
、
場
所
が

遠
か
っ
た
。
中
国
語
は
受
講
料
が
安

く
て
近
か
っ
た
の
で
始
め
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
中
国
の
芸
能
界
に
も
興

味
が
あ
る
そ
う
で
、
次
の
片
山
さ
ん

と
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

片
山
さ
ん
、
初
級
の
受
講
生
で
す
。

韓
流
ド
ラ
マ
か
ら
今
は
台
湾
ド
ラ
マ

に
は
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
、
ワ
ン
・
リ
ー

ホ
ン
（
王
力
宏
）
（
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の

台
湾
ス
タ
ー
）
の
大
フ
ァ
ン
だ
そ
う
で

す
。
写
真
を
持
っ
て
い
て
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
彼
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

原
語
で
理
解
し
た
い
か
ら
と
、
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

郭
志
華
さ
ん
、
初
級
の
講
師
で
す
。

中
国
で
は
天
津
の
銀
行
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
へ留
学
を
決
め
た
と

上
司
や
同
僚
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
皆

に
猛
反
対
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
よ
り

に
よ
っ
て
ど
う
し
て
日
本
な
の
か
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

彼
女
の
大
学
院
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

う
で
、
台
湾
の
シ
ェ
ア
は
世
界
一
だ
そ

う
で
す
。
例
え
ば
車
い
す
な
ど
。 

 

中
級
の
方
が
多
く
参
加
さ
れ
た
の

は
、
私
が
各
講
座
毎
の
収
支
を
講
師

の
先
生
方
に
送
り
、
赤
字
の
講
座
に

は
独
立
採
算
で
お
願
い
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
、
説
明
し
た
の
で
、
そ
れ
を

心
配
し
た
受
講
生
の
方
々
が
集
ま

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
級

と
上
級
の
み
５
０
０
円
ア
ッ
プ
の
月
４

０
０
０
円
の
受
講
料
で
、
今
ま
で
ど

お
り
で
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
安

心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

以
上
11
名
の
参
加
で
、
大
変
盛
り

上
が
っ
た
懇
親
会
で
し
た
。
次
回
は

９
月
の
予
定
で
す
。
私
の
連
絡
不
足

で
、
南
蓮
さ
ん
の
講
座
の
ク
ラ
ス
委

員
の
参
加
が
無
く
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。  

 
 

 

真
田 

日
本
の
満
州
侵
略
で
す
か
ら
、
日
本

で
の
資
料
が
必
要
で
す
ね
。
今
、
新

渡
戸
稲
造
の
『武
士
道
』を
読
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。 

 

遅
れ
て
参
加
し
た
飯
森
さ
ん
、
中

級
の
受
講
生
で
す
。
台
湾
で
の
仕
事

が
多
い
そ
う
で
、
２
ヵ
月
に
一
度
１

週
間
か
１０
日
ぐ
ら
い
の
割
合
で
台

湾
に
行
か
れ
る
そ
う
で
す
。
福
祉
関

係
の
機
器
を
輸
入
す
る
会
社
だ
そ

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会 

☆
ベ
ト
ナ
ム
語
講
座 

日
時
：毎
月
第
２
・４
木
曜
日
午
前
中 

場
所
：岡
山
市
岡
西
公
民
館 

 

☆
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
親
善 

サ
ッ
カ
ー 

日
時
：４
月
２６
日
（日
） 

１０
時
～ 

場
所
：日
生
中
学
校
グ
ラ
ン
ド 

参
加
予
定
チ
ー
ム
： 

・
ベ
ト
ナ
ム
青
年
チ
ー
ム
・
県
立
古
城

池
高
校
元
部
サ
ッ
カ
ー
部
OB
・
中
学

生
（
日
生
中
、
和
気
中
）
混
成
チ
ー
ム 

「
日
越
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」 

４
月
２６
日
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
終
了

後
午
後
４
時
か
ら
、
日
越
青
年
交

流
会
。
ベ
ト
ナ
ム
女
性
の
手
作
り
料

理
に
て
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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ル
ア
ド
レ
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ＮＨＫテレビ「土曜ドラマ」 

『遙かなる絆』放映 
 ４月１８日（土）から六回連続で『遙かなる絆』が放

映される。このドラマは、城戸久枝さんが書いた『あ

の戦争から遠く離れて』のドラマ化である。演出は、

『大地の子』で脚本を担当した岡崎栄さんで、昨年

から中国のロケをおこなっており、「緑の大地」から

「酷寒の大地」まで描かれる。『あの戦争から遠く離

れて』は、久枝さんが中国残留孤児であった父の城

戸幹（孫玉福）の人生をたどり続けた本である。城戸

幹（孫玉福）は軍人の家族に生まれ、勃利に住んで

いたが、ソ連参戦後ハルビン行きの列車の中でソ連

機の機銃掃射にあい、三歳の城戸幹（孫玉福）は牡

丹江のほとりにある小さな村へたどり着いた。そこ

が、頭道河子（トードフーズ）である。 

 私たちがこのドラマに対して深い思いを持つのは

理由がある。２００７年夏、城戸幹（孫玉福）が育った

頭道河子から牡丹江市を訪ねたからだ。龍爪開拓

団は、林口付近にあった。ソ連参戦後、一行は馬車

と徒歩で南下した。そして、牡丹江を渡ったところが

頭道河子で、多くの子どもたちが亡くなった。私たち

は、ゆっくり流れる雄大な牡丹江の河原で戦後６２

年目の法要をおこない、花束を捧げた。この頭道河

子の風景を見るだけでも一見の価値がある。 

 城戸幹（孫玉福）の人生や歴史は、旧満州にいた

日本人なら紙一重で誰にでもあった話である。この

ドラマを通じて、戦争とは何か。日本人とは何かを問

いかけるものがある。 

 本当に、多くの人に見てもらいたいドラマである。 

青木康嘉     

 
頭道河子の河原で左から小林、高見、織田 



 

 

内
山
完
造
没
後
五
十
周
年
に
あ

た
る
今
年
、
３
月
２９
日
、
日
中
友

好
協
会
倉
敷
支
部
で
は
内
山
完
造

の
生
地
井
原
市
を
訪
ね
ま
し
た
。 

会
員
十
三
人
が
参
加
し
、
「
内
山
完

造
の
こ
と
が
良
く
わ
か
っ
た
」
と
好

評
で
し
た
。 

 

十
時
半
に
井
原
駅
に
集
合
、
井
原

市
の
観
光
バ
ス
で
ゆ
か
り
の
地
を
め

ぐ
り
ま
し
た
。
ま
ず
小
田
川
沿
い
の

桜
橋
公
園
に
没
後
二
十
周
年
を
記

念
し
て
建
立
さ
れ
た
内
山
完
造
の

「
頒
徳
碑
」
を
訪
れ
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
頒
徳
碑
の
左
側
に
は
、

内
山
完
造
と
親
交
の
あ
っ
た
郭
沫

若
が
完
造
逝
去
３
周
年
に
寄
せ
た

詩
文
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
田
川
堤
の
桜
は
ま
だ
三
分
咲
き

で
し
た
が
、
花
見
客
が
何
人
も
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
井
原

日
中
文
化
講
座 

講
演
：「い
ま
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
」 

ー
映
画
。
漫
画
を
通
し
て
ー 

講
師
： 

石
子 

順
さ
ん 

（（映映
画画
評評
論論
・・漫漫
画画
評評
論論
家家
・・
日日
本本
漫漫
画画
家家
協協
会会

参参
与与
・・日日
本本
中中
国国
友友
好好
協協
会会
副副
会会
長長
））  

【日
時
】５
月
１６
日
（土
） 

午
後
２
時
～
４
時 

【会
場
】岡
山
県
立
図
書
館 

（２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
） 

 

【参
加
費
】５
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
有
） 

【主
催
】日
中
友
好
協
会 

 

岡
山
支
部
・倉
敷
支
部 

【共
催
】岡
山
県
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会 

４
月
６
日
、
さ
い
で
ん
日
本
語
教

室
は
校
外
学
習
と
し
て
「
小
鳥
の

森
」へ桜
見
物
に
出
か
け
ま
し
た
。 

今
回
は
、
長
岡
教
室
の
後
藤

君
、
ま
た
赤
井
さ
ん
の
娘
さ
ん
と

お
孫
さ
ん
を
含
め
計
１０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
桜
は
満
開
で
花
び

ら
が
風
に
吹
か
れ
て
散
っ
て
い
る
中

で
、
各
自
が
持
参
し
た
中
国
料
理

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
穏
や
か
で
温
か
な
気

持
ち
の
い
い
日
で
し
た
。
小
鳥
の
森

の
中
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
散

策
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
次
回
は
５
月
頃
に
、
和
氣
の

「
藤
棚
」
に
行
こ
う
と
話
し
合
い
ま

し
た
。 

小
林
軍
治 

 

事
業
への
参
加
を
約
束
し
ま
し
た
。 

 

片
岡
良
仁
住
職
は
、
井
原
先
人
顕

彰
会
の
幹
事
長
と
し
て
今
回
の
記

念
事
業
の
中
心
に
な
っ
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

片
岡
さ
ん
は
、
自
分
が
な
ぜ
内
山

完
造
の
顕
彰
活
動
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
そ
の
動
機
や
内
山
完
造

と
の
関
わ
り
な
ど
を
話
さ
れ
、
完
造

の
人
柄
、
魅
力
を
そ
の
生
涯
を
ふ
り

か
え
り
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
日
本
と
中
国
と
の
関
係
は

「
好
き
、
嫌
い
」
で
済
ま
さ
れ
る
時
代

で
は
な
い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

没
後
五
十
周
年
の
記
念
事
業
は
、

「
漫
画
・
内
山
完
造
の
生
涯
」に
続
く

大
き
な
事
業
で
、
５
月
17
日
に
は
魯

迅
の
一
人
息
子 

周
海
嬰
さ
ん
を

北
京
か
ら
迎
え
て
講
演
会
や
文
化

行
事
を
行
う
の
で
ぜ
ひ
協
力
を
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
み
ん
な
そ
の
行
事
へ
の

参
加
を
約
束
し
て
お
別
れ
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栗
本
泰
治 

市
吉
井
歴
史
民
俗
資
料
館
で
内
山

完
造
の
展
示
物
や
遺
墨
を
見
学
、

そ
の
あ
と
生
家
跡
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
を
へ
て
内
山
完
造
の
、
菩
提

寺
吉
井
山
成
福
寺
を
訪
れ
ま
し

た
。
成
福
寺
の
住
職
片
岡
良
仁
さ

ん
か
ら
内
山
完
造
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
お
話
を
聴
き
、
没
後
五
十
周
年

記
念
行
事
の
取
り
組
み
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
内
山
完
造
没
後
五
十
周
年 

記
念
事
業
」
に
参
加
を
約
束 

井
原
市
を
訪
れ
た
日
中
友
好
協

会
倉
敷
支
部
の
会
員
13
人
は
、
３

月
29
日
の
午
後
３
時
吉
井
の
成
福

寺
で
住
職
の
片
岡
良
仁
さ
ん
か
ら

「
内
山
完
造
没
後
五
十
周
年
記
念

事
業
」
の
取
り
組
み
を
聞
き
、
こ
の

内
山
完
造
の
こ
と
、
良
く
わ
か
っ
た 

 
 

倉
敷
支
部
の
「
内
山
完
造
の
生
地
へ
の
旅
」 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
２１
日
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小林 

竹内和 

竹 内 袈

坪井 

 (写真上）井原市の小田川沿い、桜橋公園にある内山完
造の頒徳碑の前で 

 (写真下) 片岡良仁さんからお話を聴く倉敷支部の会員 

日中友好の架け橋 

内山完造先生没後５０周年記念事業 

 
 

と き/平成２１年５月１７日（日）午後１時～ 

ところ/井原市芳井生涯学習センター 

入場無料 

記念事業セレモニー  午後１時 

第１部 記念講演  午後１時３０分～２時３０分 

「わが父魯迅と内山完造」 周 海嬰氏 

第２部 日中文化サロン 午後２時５０分～４時 

日中芸能コラボレーション 

二胡…DEN-SEN(田川)  琴…山路みほ 

 

主催：内山完造先生没後５０周年記念事業実行委員会 

共催：先人顕彰会・井原 福山市日中友好協会 

内山完造・きみご夫妻 

周 海嬰氏 

さ
い
で
ん
日
本
語
教
室 

校
外
学
習
で
楽
し
く
お
花
見 

 


